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E1cen o､1940.Ｎ-s 341.7Eal 53.73sec．
E1centro､１９４０.Ｅ－Ｗ 210 lEal 53.47sec．
Taft,1952.Ｎ-s 152 7Eal 5４ 36sec
Taft､1952.Ｅ－Ｗ 175 ｇ２ａｌ 5４ 38sec
Hachinohe､1968.Ｎ-s 225 o2al 3５
Hachinohe､1968.Ｅ－Ｗ 182 ,貝aｌ 3５ 99sec
Sendai､１９６２． 5７ SEal 1３
Sendai､1962.Ｅ－Ｗ 4７ ｓ２ａｌ 1４ 18sec
TohokuUniv.､1978.Ｎ-s 258 Z2al 4０ 94sec
TohokuUniv.､1978.Ｅ－Ｗ 202 6Eal 4０ 94sec
Tbkvo､1956.Ｎ-s 7４ OEal 1１ 38sec
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Ｉ性限強度まで耐力低下する点、とする3種類の方法を考
える。ただし、いずれの方法においても正負2方向の塑
性変形は等しく、エネルギー吸収能力は塑性変形による
吸収エネルギーと限界点での弾性限歪エネルギーの和と
して表されるものとする。
さて、［a]の最大耐力点を塑性変形の限界とすると、エ
ネルギー吸収能力αＧＩは次式となる。
｡e,＝２(1＋Phu）皿ｐｍ＋２，２ （25）
[b]の最大耐力の95％に耐力低下する点を塑性変形の限界
とすると、エネルギー吸収能力ｂｅ'は次式となる。
．．,-2(川川,噸-］，臨半+(…)’
（26）
[c]の初期弾性限強度まで耐力低下する点を塑性変形の限
界とすると、エネルギー吸収能力c２，は次式となる。
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（25)～(27)式で求めたエネルギー吸収能力を図8,9に細
線で示している。なお、(9)図には(27)式によるエネル
ギー吸収能力celを示していないが、(9)図ではＣｅ,=23で
ある。
図8,9によると、エネルギー吸収能力αｅｌは、Tri-1mear
型の系の応答値が入力エネルギーＢｒと線形関係をもつ限
界値と概ね対応しているが、第３分枝剛性比が大きなTri‐
linear型では、（25)式によるａｅｌよりかなり大きな入力エ
ネルギーe,の範囲まで、Tri-nnear型の系の応答値が完全
弾塑性型より小さくなっている。劣化域でのエネルギー
吸収を全く考慮していないので、劣化勾配が緩やかな構
造物のエネルギー吸収能力を過小に評価する傾向が強く
現われている。
一方、（27)式によるエネルギー吸収能力cetは、劣化域
でのエネルギー吸収を考慮したものであるが、（0,0),(k）
'0)図に示すように、最大耐力と弾性限強度との比Ph,が
かなり大きい場合や第３分枝剛性比T2が小さい場合に
は、入力エネルギーがＣｅ,に達したときにはTri-Unear型構
造物が倒壊している例も多く生じている。
（26)式によるエネルギー吸収能力be'は、（a),(b),(c)図
に示すような2,,が小さい場合には本論の評価式より大
きな値となり、Ｏ),(k),(1)図に示すようなph1が大きい場
合には本論の評価式より小さな値となる傾向が認められ
るが、ここで示した復元力特性の範囲では、概ね本論の
評価式による値に近い値となっている。
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6．結論
本研究では、筆者らが既に提案した正負2方向への損
傷分配則に基づいて、最大耐力点までの硬化特性、最大
耐力点までの変形量、最大耐力点以降の劣化勾配の3つ
を考慮したエネルギー吸収能力の評価式を提案した。入
力エネルギーが、このエネルギー吸収能力の評価式の値
以下ではTri-Imear型の復元力特性をもつ系の応答値は完
全弾塑性型の復元力特性をもつ系の応答値よりも小さい
値を示し、この値以上ではTri-lmear型の復元力特性をも
つ系の応答値は急激に増大する。地震応答解析結果との
比較によって、本論で提案した評価式による値が、完全
弾塑性系と同等またはそれより良好な地震応答性状を示
すTri-lmear型構造物の限界値の近似となっていることを
明らかにしえたと考える。
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